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アラブ遊牧民ベドウィンの食文化に関する

歴史考古学的研究

川 床 睦 夫(中 近東文化センター)

は じめ に

2002年 度は,「ベ ドウィンの食文化」調査研究

の第一年度であるので,概 要を把握することに努

めた。主食であるパンのフィール ド調査を実施す

ると同時に,現 地におけるフィール ド調査のため

の基礎研究として,文 献史料の研究を実施した。

調査地はエジプト・アラブ共和国シナイ半島南

西部のラーヤ ・トゥール地域とした。研究代表者

が同地域のべ ドウィンと密接なかかわ りを持って

図1ラ ー ヤ ・ ト ゥー ル地 域 図
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写 真1ラ ー ヤ ・ ト ゥー ル 地域 全 景(北 よ り航 空写 真)

写真2サ ワールハ族サーリム族長

げ禰一 一

写真3聖 カタリーナ修道院(空 撮)

いるからである(図1,写 真1)。

一般的に
,シ ナイ半島南西部のべ ドウィンの食

は貧弱であった。伝統的に,こ の地域のべ ドウィ

ンたち1(写 真2)は,ラ クダ,ヤ ギ,ヒ ツジの

遊牧,修 道士,巡 礼者,訪 問者の輸送,そ して修

道院の物資のラクダによる輸送,聖 カタリーナ修

道院(写 真3)関 連施設(農 園 ・果樹園を含む)

115世 紀 以 降
,サ ー ワ ー ル ハal-Sawalha族,ア ウ ラ ー ド ・サ イ ー

ド:4wladSaid族,ガ ラ ー リ シ ャal-Qararisha族,ム ゼ イ ナ

Muzayna族,ア リ ー ガ ー トal-'91igat族,タ ラ ー ビ ー ンal-

Tarabin族 が 南 シ ナ イの 主 要 部 族 と な り.そ れ以 酊 に重 要 で あ っ た

バ ダー ラBadara族,バ ニ ー ・ワ ー ス ィ ルBaniVasil族,ハ マ ー ダ

al-Hamada族 な ど は 弱 小 部族 とな っ た 。 な お,少 数 なが ら。 聖 カ タ

リ ー ナ 修 道院 の 警 護 と 雑用 を 司 る ジバ ー リー ヤal-Jibaliya族 は 変 わ

らぬ 勢 力 を保 っ て い る 。
2バ ニー ・ワー ス ィル 族 は 漁 業 を 生 業 と し て い る

。 これ は 今 後 の 調

査 対象 とす る 。

と修道士の所有物の警護 ・保護を生業2と してい

た。収入源が限定されていたため,食 材 も限定さ

れており,料 理法 も限られていた。このような中

に,ア ラブ ・イスラーム料理の原点を探ろうとい

うのが本研究の目的である。

1967年 にイスラエルがシナイ半島を占領した

後,ア スファルト道路が敷設されると,多 量の物

資 と情報がシナイ半島南部に流入 した。1982年

のシナイ半島返還後は,シ ナイ半島の開発が急速

に進められ,ナ イル河畔の料理がベ ドウィン料理

を駆逐して,南 シナイに広がった。現在では,

「昔は食べ物が少なかったので,人 々は健康に暮

らしていたが,今 ではあまりにも多 くのものをた
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くさん食べるので,不 健康になってしまった」と

言いつつ,老 人もナイル河谷からもたらされた多

様な食材と料理を楽しんでいる。

このような状況の中で,若 い世代は伝統的ベ ド

ウィン料理を食べたこともない時代になってしま

った。そこで,古 老たちからの聞き取り調査によ

って情報を収集し,伝 統的食の記録を開始した。

また,彼 らの指導の下にパン焼きを再現した。イ

スラエルとエジプトの豊かな食が入る以前の食を

調理 し,食 べた人 が々残っている問3に 完了しな

くてはならない調査である。

1.概 観

ベ ドウィンたちは,乳 と乳製品,少 量の穀物,

そしてナツメヤシの実を主に食していた。

ヤギの乳は,極 めて重要な食品で,飲 料にする

ほか,チ ーズ,バ ター,ヨ ーグルト,サ ムヌ4,

乾燥チーズを作る。肉を食べるのは極めて稀で,

祭や賓客があった場合に限られている。

ラクダの乳は,栄 養分が高 く,ア ラブ遊牧民の

食として有名であるが,南 シナイではほとんど飲

まないとのことである。

穀物は,大 麦,モ ロコシ,小 麦,そ して米であ

る。最も頻繁に食べるのは大麦で,大 麦粉にモロ

コシ粉や少量の小麦粉を混ぜて食べた。これは主

食で,パ ンに加工 して食べるのが一般的であった。

米はエジプトから運ぶもので,高 価で食べる機会

は頻繁にはなかった。

ナツメヤシの実は貴重な食べ物で,新 鮮なまま,

乾燥 して,煮 て食べた。また,レ ンズ豆も重要な

食材であった。しかし,野 菜,果 実の類はほとん

ど食べなかった。

上記のような素材を香辛料は使わず,塩 のみで

31967年 に20歳だった人は,2003年 現在,56歳 である。
4ヒツジ,ヤ ギの脂。乳から採ったものが高級品である。
5塩 とクミン,コ リアンダー,ゴ マなどの粉を混ぜ合わせた調味
料。

味付けした。春になると砂漠になる香草シーフ

al-shlh,ジ ャルジールal-Jarjir,カリースal-garis,

ザァタルal-Za'tarを摘み,乾 燥して,臼 でひい

て粉 にす る。 これを混ぜ合わせて,ド ゥッカ

duqqa5の ような調味料を作って用いることもあ

った。

このような貧 しい食の中で,長 老または主賓が

手をつける前に食事に手をつけてはならない,胃

を圧迫すると同時にす ぐに足が痺れるような立膝

座りで素早く少量の食事 を済ませ,残 った料理を

次のグループにまわす,な どの作法が生まれたの

であろう。今後の重要な調査課題である。

1.エ ジプ トのパン

1-1.パ ンの種類と製法

古代エジプト時代以来,パ ンを主食にしている

エジプトにはさまざまなパンがある。大別すると,

酵母なしパンと酵母入りパンがある。前者は下エ

ジプト,後 者は上エジプ トで一般的である。

下エジプ トのパンは,薄 い円形で,直 径は十数

センチメー トルから数十センチメートルのものま

である(写 真4)。 焼き方もさまざまで,半 球状

の窯の焼成室の床部に置いて焼く地域と焼成室の

壁に貼 り付けて焼く地域がある。

上エジプ トのパンは,パ ン種 を捏ね(写 真5),

太陽に2時 間ほど晒 して酵母を発酵させると,ふ

っ くらと膨らむ(写 真6)。 そこで 「太陽パ ン」

と呼ばれる。カイロの農業博物館の古代館に展示

されている種々のパンと形状を比較すると,「太

陽パ ン」こそが古代の伝統を継承するものである

と考えられる。

シナイ半島では,酵 母なしの薄いパンと厚いパ

ンが焼かれている。もちろん,大 麦,モ ロコシ,

小麦 またはこれらの粉の入手は困難で,毎 日の食

事に供されていたか否かは明らかではない。

薄いパン,フ ァティールfatir,ル カークrugaq
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写真4(左)カ イロのパン屋

写真5(左 下)太陽パンのパン種を作る、

写真6(下)パ ン種を太陽に晒す。

はサージュsajと 呼ばれるブリキ製板の上にパ ン

種`ajlnを 薄く伸ばして焼くものである。

クルスqursと 呼ばれる厚いパ ンの製法は次の

通りである。砂中に浅い穴を掘り,中 に乾燥した

薪を置き,火 をつける。燃え盛 り炎が消えたとこ

ろで,お き火の上にパン種を置く。表面が焼けた

ところで裏返し,上 に灰を厚く被せて放置する。

1時 間ほどのパン焼 き工程である(写 真7～ll)。

製粉作業を一般家庭で行うことは,ナ イル河谷

の都市部ではファーティマ朝時代(969-ll71年)

にはなくなったが,シ ナイ半島ではごく最近まで

継続 されていた。直径50cm程 度の手廻 し石臼

rahayaが 一般的に用いられる。製粉には専用の

織物が準備されており,そ の上で製粉作業が行わ

れる(写 真12)。 必要量の大麦粉あるいは小麦粉

が整うと,木 製の浅い鉢batiya(写 真13)の 上で,

パン種を捏ねる。旅行時には,石 臼を携帯するこ

とは稀で,木 製乳鉢hun(写 真15)に 穀物を入

れて,播 粉木でつぶして製粉 した。

1-2.ト ゥール文書の小麦とパン

14世 紀後半以降,紅 海の最大遠隔地交易港に

なった トゥールの港市遺跡キーラーニー遺跡から

は1400年 代以降,20世 紀にわたる古文書が数千

枚出土している。発掘者であるわれわれは,保 存

処理作業を進めると同時に,解 読作業を進めてい

る。そこで明らかとなったことは,こ の文書群の

中に,年 月日は明記されていないが,多 数の食料

品台帳が含まれていることである。
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写 真7-11 パン種を整え,お き火のL

に置き,灰 をかぶせ,ク ル
スをつくる

トゥール文 書24番(写 真17,18)を 例 に挙 げ

る と,こ れ は5名 分 の購 入 台帳 で ある。A氏 は

ソ ラマ メful,サ ム ヌsamn,ゴ マ 油slraj,チ ー

ズjibn(写 真14),パ ンkhubz,小 麦粉daqlq,

小 麦qamh,新 鮮で 熟 した ナ ツメヤ シの 実rutab,

魚but,油zayt,酢khallな ど,B氏 はサ ム ヌ,

小 麦粉,酢,新 鮮 で熟 したナ ッメヤ シの実,油,

チ ーズ,パ ン,魚,ソ ラマ メな ど,C氏 はサ ムヌ,

ソラマ メ,パ ン,チ ー ズ,ご ま油,小 麦粉,魚,

酢 な ど,D氏 は塩milh,サ ム ヌ,チ ー ズ,油,

乾 燥 したナ ツ メヤ シの実tamr,煉 った ナツ メヤ

シの 実`ajwa,E氏 は新 鮮 で熟 したナ ツ メヤ シ

の実,ソ ラマ メ,小 麦,魚,サ ムヌ,チ ー ズ,パ

ン,酢,ア ーモ ン ドlaWZ,油 を購 入 した。

それぞれの品名の下にコプト数字で書かれた数

字(単 位を示 している)を 見ると,他 の商品に比

べ多量の小麦粉,小 麦が購入されていることがわ

かる。また,チ ーズ,サ ムヌといった乳製品,そ

して油とナツメヤシの実が重要な食料品であった

ことがわかる。なお,上 記の魚は干魚(写 真

20)を 意味し,塩 の代用品としての役割もあった。

1-3.聖 カタリーナ文書の小麦とパン

聖カタリーナ修道院には,ベ ドウィンが修道院

内に侵入して略奪行為を働いたことに関する訴状

と和解文書が多数 ある。SCM-186(写 真19),

196,198,202,206,208,209な どを見る と,

小麦を始め,種 々の穀類,サ ムヌ,油,豆 類,ナ

ツメヤシの実,薪 と木炭が重要な品であることが
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写真12手 廻し石臼と敷物

写真13バ ーテイヤ
写真14チ ーズつくり

写真15i:製 乳鉢 写 真16釜(キ ドゥ ル〉

わか る。

皿.歴 史史料に現われたアラブ遊牧民の食に

ついて

II-1,研 究対象

ジャーヒリーヤ時代(西 暦5世 紀)か らイスラ

ーム時代初期(10世 紀頃)ま でを対象とした。

イスラーム時代の史料は膨大な量が現存する。そ

こで,ア ラビア語文献によって知 り得る最も古い

時代であるこの時期の史料にあたり,ベ ドウィン

が何を食べていたか,ど のように彼らの食生活が

描かれたかを検討 し,イ スラーム化したべ ドウィ

ンの食生活,食 文化を研究した。文字を書かず自

分達の記録を残さなかったべ ドゥインの生活記録

は,ア ラビア語史料においても極めて少なく,ま

た形式化された表現で描かれている場合が多かっ

たが,今 後のべ ドウィンの食生活のフィールド調

査に必要な基礎資料としての具体的な情報を見出

すことができた。

II-2.資 料類の特質とその問題点

ベ ドウィンの生活記録に関わる文献史料は,時

代順に4資 料群に大別できる。

① ジャーヒリーヤ時代(イ スラーム以前の時

代を意味する)の べドウィンによる古詩:お
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写 真17,18

トゥ ー ル文 書24番(表 裏)

写真19(中 段)聖 カタリーナ文書186番

写真20(左)ト ゥールの干魚

よそ西暦5世 紀から9世 紀ごろまでの文献。

② ハディース(預 言者ムハンマドの言行録)

③ イスラーム期(8世 紀か ら13世 紀)の 文

学作品。

④18世 紀以降のヨーロッパ人による旅行記,

調査報告など。

ベ ドウィンの食生活を知ることが困難な理由は,

ベ ドウィンの食生活の情報が,す べてベ ドウィン

以外の人間の手によるという点にある。ハディー

スも同じ条件であるが,ベ ドウィン世界と隣接し

たオアシス都市に存在した食品類が具体的に記載

されているので,今 回の目的に有用な史料 と考え

る。

文学作品は,都 市社会がベ ドウィン世界と完全

に切り離された時代の都市に住む人間がベ ドウィ

ンの世界をどの様に捉えていたかを考察する資料

となる。

また,近 代におけるベドウィンの食の記録は,

過去を類推する上で,か つ現代におけるベ ドウィ

ンの食生活を調査するために不可欠の比較資料で

あるが,文 献収集が充分ではないので,今 後の課

題にしたい。

H-3.ジ ャーヒリーヤ時代からウマイヤ期の

古詩にみるベドウィンの食生活

II-3-1.カ リーム(寛 仁)と バキール(吝

音)と 食べ物
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ベ ドウィンの部族社会では,気 前の良い行為が

美徳カリームkarlmで あった6。

一方,吝 薔は恥ずべ き行為であった。食物につ

いても同様で,何 頭ものラクダを屠ってもてなす

大盤振舞 こそ賞賛される行為であった。11世 紀

の 「歌謡の書』,13世 紀の 『薔薇園』にも,カ リ

ームに関する記述が見られる7。

一方,吝 薔は敵を風刺する詩などの中に多数見

られる8。

II-4.預 言者ムハンマ ドの言行録にみるオア

シス都市メッカの食生活

預言者ムハンマ ドの具体的な食生活に関する記

述がハディースにある。ここでは9世 紀のハディ

ース学者アル ・ブハーリーが編纂 したハディース

の 「食物の書」9の記述を参照する。

以下に,ム ハンマドが食べたとされる食物を一

覧とした。なお,下 線をひいたものは料理名と菓

子名である。

ヨーグルト,か ぼちゃ,大 麦のパン,バ タ

ー,羊 肉,羊 の内臓,ナ ツメヤシ,サ ウィ

ーク(麦 焦がし),薄 いパン,チ ーズ,ハ

イス,蜥 蜴,焼 いた蜥蜴,ハ ズィーラ,ハ

リーラ,砂 糖大根,大 麦,羊 の片肉,騙 馬

の肉,麦,ア カシアの葉 と実,タ ルビーナ,

サリー ド,か ぼちゃ入 りサリード,焼 いた

羊の肩と股,菓 子 と蜂蜜,マ ラク,カ ディ

ー ド(乾 した後,塩 漬けした肉),き ゅう

り,ナ ツメヤシの髄,ア ジュワ(ナ ツメヤ

シ果肉を練ったもの),に んに く,ね ぎ,

カバース(砂 漠に生えるアラークという名

の木の実)

預言者の食生活は簡素であったと考えられる。

6井 筒 俊 彦 『マ ホ メ ッ ト』 講談 社 学 術 文 庫
,1989年,32頁 。

7シ ー ラー ズの サ ァ デ ィ ー 「薔 薇 園」 『ア ラ ブ ・ペ ル シ ア集 』 蒲生

礼 一 訳,筑 摩 書 房,1964(昭 和39)年,187頁 。
sGelder

,GeertJanvan,OfDishesandDiscourse.Surrey:Curzon.

2000,p.11.
9『ハ デ ィ ー ス』 中 巻 牧 野 信 也 訳 中央 公 論 社

,1994年,798-819頁 。

主食は大麦のパンであった。預言者の妻アーイシ

ャによると,預 言者がマディーナに移ってから死

に至るまで,彼 の家族は三日続けて小麦のパ ンを

食べることはなかった1°。肉を食べる機会は少な

かった。野菜としては,か ぼちゃ,き ゅうり,ニ

ンニクやねぎが挙げられる。かぼちゃは,ム ハン

マドの好物であった。にんにくやその他の臭いが

強い野菜については,第49章 において 「ニ ンニ

クやねぎを食べたものは,モ スクに近づいてはな

らないll。」 と注意している。

料理では,以 下の6品 が記載されている12。エ

サウィークsawlq=麦 焦 がし,② ハズ ィー ラ

khazlra=ふ す まを入れたスープ,③ ハリーラ

harlra=小 麦とミルクを入れたスープ,④ タルビ

ーナtalbina=ふ すまにミルクと蜂蜜を混ぜたも

の,⑤ サ リードtharid=肉 や野菜を入れたスー

プにパンをいれたもの,⑥ マラクmaraq=肉 や

野菜をいれたスープの一種。

第32章 に 「アーイシャによると,神 の使徒

(預言者)は 菓子と蜂蜜を好んだ13。」 との伝承が

ある。甘味物は,蜂 蜜で,砂 糖は10世 紀以降に

イスラーム社会に登場するが,こ の時期には存在

しなかった。菓子としては,ハ イス(ナ ツメヤシ

と凝乳やバターを混ぜた菓子)が ある。これはサ

フィーヤ(ア ーイシャより前に預言者 と結婚し

た)と 預言者の結婚式に,預 言者が教友たちに振

舞った菓子として記載されている14。

以上のように,預 言者の時代のマッカ,マ ディ

ーナというオアシス都市の食生活は,大 麦や小麦

のパン,野 菜類,乳 製品,ナ ツメヤシを中心とし

[°前掲書,「食物の書」第23章(6)
H前掲書,「食物の書」第49章(1)
12前掲書,「食物の書」の各料理が記載されている章は以下のとお
り。サウィークは第7章(1)お よび第9章,ハ ズィーラとハズィ
ーラは第15章 ,タ ルビーナは第24章,サ リードは第25章(1)お
よび第30章(2),マ ラクは第36章(1)お よび第38章,砂 糖大根
と大麦の煮込みは第17章(1)に ある。
13前掲書,「食物の書」第31章(1)。
u前掲書,「食物の書」第8章(3)。
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て構成されていた。料理類としては,野 菜と穀物

を煮たものが中心であった。バターやナツメヤシ

で作られたハイスなどの菓子は,結 婚式や祝いの

みに出されるものであり,普 段はナツメヤシや蜂

蜜をそのまま食べていたことがわかる。

II-5.イ スラーム帝国成立以降の文学作品に

見るベ ドウィンの食べ物一その蔑視と

再評価一

ムハ ンマ ドがマッカを征服してから約120年 間

に,イ スラーム王朝の政治的支配は,東 はインド

地域から西はスペインに達 した。そして,イ スラ

ーム帝国アッバース朝の首都バグダー ドは,国 際

商業都市として繁栄を極め,富 裕階層の食生活は,

以前に比べ ものにならないほど豪奢なものになっ

た。その贅沢さは,宮 廷で活躍する文人,医 者,

カリフの側近達が編纂した料理書の内容から把握

することが出来る。

同時に,こ の時期の文学作品の中で,都 市の文

人達はべ ドウィンの生活を描いた。これ らは,ベ

ドウィンの食生活の正確な描写ではない。そこで

われわれは,そ れらの描写から,当 時の都市民の

もつベドウィン観を見ることが出来る。

本研究では,対 極に位置付けられる記述が見出

された。その一つは,ベ ドウィンの食事を異質な

ものとして捉えた驚嘆と嘲笑の記述,も うひとつ

は,ベ ドウィンの簡素な食事への郷愁にも似た再

評価の記述である。

10世 紀の文人イブン・クタイバが著した 『知

識の泉`Uyunal-akhbar』 の第三章の食べ物に関

わる逸話集には,ベ ドウィンは,ヘ ビと蜥蜴を食

べる者達であると,驚 嘆と蔑みをもって描かれて

いる。反対に,ベ ドウィンの食べ物に対する態度

やその簡素な食事を,都 市のそれと比較 し評価す

る記述も見 られる。

例えば,ナ ツメヤシについては15,肉 よりもそ

の栄養価において優れている点を述べ,ラ クダ肉

とべ ドウィンの簡素な料理法については16,都 市

でごちそうとされている肉類よりもラクダ肉の方

が美味であること,塩 と水でゆでるという簡素な

調理法が肉の美味しさを見極める最上の調理法で

あることを述べている。

最後に,真 のカリーム(寛 仁)と は,い かなる

ことかを物語った話を,10世 紀のアッバース朝

宮廷料理書の中の,テ ーブルマナーを記 した131

章に見てみよう17。

カリーム(寛 仁)を 示すために豪勢な食事を用

意し,ベ ドウィンを招待 したカリフが,ベ ドウィ

ンがつかんだ食べ物に一筋の髪の毛がついている

ことに気付くほど凝視 していた。この行為を吝畜

な行為としてベ ドウィンが諭す。この逸話は,繁

栄する都市社会で,自 分はカリーム(寛 仁)で あ

ると見せるために,客 にご馳走を振舞いつつ,招

待した客が食べ過ぎないように見張るといったこ

とがたびたび行われていたことを暗示しているの

であろう。

ま と め

古詩では,そ の主人公である部族や英雄が,ど

れほどカリーム(寛 仁,ベ ドウィン社会で最も尊

ばれる徳であった)で あるかを表現する手段とし

て食べ物が描かれた。この場合,ベ ドウィンにと

って最高のご馳走である(最 も高価である)ラ ク

ダを,惜 しげもなく客に振舞う行為が描かれた。

しかし,具 体的な料理の描写はなされない場合が

多かった。食べ物を詠った詩に出て くるベ ドウィ

ンの食べ物は,ヨ ーグル ト,チ ーズ,バ ター類,

ラクダや他の獣肉,ヘ ビや蜥蜴,生 のナツメヤシ

の実,小 麦や大麦,砂 漠に生える植物の実や葉で

あった。

"IbnQutayba .'UyunalAkhbar,Vol.3.Cairo.1930,p.204.

161bid..p.199.
171bnSayy互ra卜 、Varr百q

,1(itabα1讐Tabakh,Helsinki,1987,p.336.
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次にハディースに出てくる食べ物一覧から,預

言者が生存した7世 紀頃のオアシス都市の食べ物

は,大 麦のパン,ヨ ーグルト,バ ター,チ ーズ,

ナツメヤシ,き ゅうりやカボチャなどの野菜類が

中心であり,ま た穀物はパンだけでなく,妙 って

麦焦がしのようにしたり,野 菜とともに煮込んだ

りして,食 べられたことがわかった。また焼いた

蜥蜴や乾し肉,そ して砂漠の木の実,ア カシアの

葉や実を集めて食べることもあ り,総 じてハディ

ースに挙げ られた食べ物と,当 時のべ ドウィンの

食べ物との間には,大 きな隔たりはないと結論づ

けられる。

また都市の文学者たちは,ベ ドウィンの食べ物

を,2つ の相反する見方で描いた。ひとつは,異

質なものへの驚きと嘲り,も う一つはべドウィン

の食べ物と美徳に対する再評価である。ベ ドウィ

ンの食事に対する相反する都市民の見方は,ど の

ような状況か ら出てきたのか,今 後も引き続 き

10世 紀以降の文学作品を検討 していきたい。

なお,今 後の文献による研究課題 として,19

世紀以降に書かれた文献に見られるベ ドウィンの

食生活に関する記述を収集し,検 討する必要があ

る。過去の状況を類推する材料とすると同時に,

ベドウィンの食生活の変容に関する資料をできる

だけ収集するためである。

本研究を進める中で,文 献史料か ら明らかとな

った事実 とフィールド調査から明らかとなった事

実の類似性を,時 間軸,空 間軸の上で,あ らゆる

側面から比較検討する必要性を実感 している。今

後は,い まだに昔ながらの生活を送っている遊牧

民ベ ドウィンが多数いるサウディ・アラビア王国

も研究対象地に加え,調 査研究を推進したいと考

えている。

[付記:1は 川床,IIは 鈴木(尾 崎)が 草稿を

執筆し,川 床が全体を書き直 した。なお,IIに 関

しては鈴木が 日本生活学会編 『生活学論叢』第八

巻(104～109頁,2003年 出版)に 「イスラーム

初期の預言者ムハンマ ドとべ ドウィンの食事 一

10世 紀アッバース朝宮廷社会はこれらをどのよ

うにみなしたか 一」と題する論考を投稿 し,受

理されている。これには本研究助成の成果のひと

つである旨,明 記されている。]
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HistoricalandArchaeologicalStudyofFoodCultureoftheBedouins

MutsuoKawatoko(TheMiddleEasternCultureCenterinJapan)

Westartedthestudyof"FoodCultureoftheBedouins"in2002,sowefirstattempted

toestablishageneraloutline.Thefieldresearchforthebakingofbread,theprincipalfood,

wasdone,andatthesametime,theliteratureandhistoricalmaterialswerestudiedinorder

tofacilitatethefieldresearch.

TheRaya/al-TurareainthesouthwestpartoftheSinaiPeninsulawasselectedasthe■
focusforourresearchbecausetherepresentativeofthisresearchhadacloserelationship

withtheBedouinsthere.

Ingeneral,thedietoftheBedouinsinthesouthwestpartoftheSinaiPeninsulawas

poor.Traditionally,inthisareatheyearnedtheirlivingsbyanomadiclifeofbreeding

camels,goatandsheep,byprovidingtransportationforthemonks,pilgrimsandvisitors.

andtransportingthecommoditiesofthemonasterybycamel,andbyguardingthefacilities

ofSt.CatherineMonastery(includingthefarmsandorchards)andthemonks'possessions.

Astheirsourcesofincomewerelimited,theirfoodstuffsandcookerywerealsolimited.

ThepurposeofthisstudyistosearchfortheoriginofArab-lslamiccookinginthese

economicconditions.

AftertheIsraelioccupationoftheSinaiPeninsulain1967theroadswerepavedwith

asphalt,andalargequantityofgoodsandinformationflowedintothesouthpartofthe

SinaiPeninsula.AfterthereturnofthepeninsulatoEgyptin1982thedevelopmentofSinai

advancedswiftly,andtheEgyptiancuisinereplacedtheBedouin'scookingandspreadto

southSinai.Atpresenttheoldpeopleenjoythevariousfoodandcookingstylebrought

fromEgypt,althoughtheynowsay:"Wewerehealthyinearliertimesbecausefoodwas

scarce,butnowweeatsomanykindsoffoodandtoomuch,sothatwehavebecome

unhealthy."

InthiswaytheyounggenerationhasnoexperienceofeatingtraditionalBedouinfood.

Thenwecollectedinformationbyinterviewingoldpeopleandstartedtorecordtheir

traditionaleatinghabits.Wealsotriedtobakebreadwiththeirinstruction.Thisresearch

shouldbecompletedwhilethepeoplearestillalivewhocookedandatethefoodofearlier

daysbeforeabundantfoodcamefromIsraelandEgypt.

TheBedouinsdrankmainlymilkandatedairyproducts,asmallquantityofcereals.

anddates.

Goat'smilkisanextremelyimportantsourceoffood.Inadditiontodrink,cheese,
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butter,yogurt,samn(fatfromsheeporgoat)anddrycheesearemadefromit.Itisrare

thatthemeatofadomesticanimaliseaten.Itsconsumptionislimitedtooccasionsof

festivalsorfeastsfordistinguishedguests.

Camel'smilkisnutritiousandfamousasafoodoftheArabnomads,buttheysaythat

thepeopleinsouthSinaidonotuseit.

Thecerealsarebarley,millet,wheatandrice.Barleyismostfrequentlyeaten.Barley

flourismixedwithmilletflourandwheatflour,makingthisprincipalfood.Itwas

customaryforbreadtobemadefrommixedflour.RicewascarriedfromEgyptandwas

expensive,sothattheopportunitytoeatitwasnotcommon.

DateswereapreciousfoodandtheBedouinsatethembydryingthemwhenfreshand

thenboilingthem.Lentilswerealsooneoftheimportantfoods,butothervegetablesand

fruitwerehardlyeaten.

Theyusuallysaltedtheabove-mentionedfoodwithoutfurtherseasoning.Inthespring

herbs,suchasal-shah,al-jarjar,al-garar,andal-za`tar,growinthedesert.Thesewere

gatheredbytheBedouins,driedandgroundintopowder.Theywereblendedanddugga,a

kindofseasoning,wasmadeandusedforcooking.

Inthispoordiet,theirmannerswereprobablyformed.Inrespecttoprotocol,for

exampletheyarenotallowedtoeatbeforetheireldersorthemaingueststartstoeat;they

finisheatingquicklythesmallamountoffoodwhilesittingwithonekneedrawnup,leading

tonumbnessinthelegs,andpasstheremainingfoodtothenextgroup.Therelationship

betweeneatinghabitsandmannersshouldberegardedasanimportantresearchsubject.


